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１ はじめに 

 

南相馬市では、全国的な少子化の影響に加え、東日本大震災及び東京電力福島第一原

子力発電所事故に伴い、市内小中学校の小規模化が進み、児童生徒の人間関係の固定化

や多様な価値観とのふれいあいが減少し、切磋琢磨することを通じての思考力や表現力、判断

力、問題解決能力が十分に培われないなど、教育上・学校運営上の様々な課題が顕在化する

ことが懸念されることから、平成２８年度から学識経験者・PTA・地区の代表等の組織する「南

相馬市公立学校適正化検討委員会」を設置して協議を重ね、平成３０年１１月に「南相馬

市公立学校適正化計画（以下「適正化計画」という。）」を策定しました。 

 

その適正化計画に基づき、望ましい適正化基準を満たさない学校のうち、既に複式学級規模

が生じている学校、今後複式学級規模が生じる可能性がある学校を優先対象校として取組み

を進め、鹿島区においては、令和３年度から八沢小学校及び上真野小学校の今後の学校の

あり方や鹿島区内小中学校全体での魅力ある教育環境づくりなどについて、保護者や地域住

民の皆様との協議を行うこととしました。 

  

 その後、急速な児童数の減少が見込まれる八沢小学校（八沢地区）の保護者及び地域住

民の皆様との懇談会や意識調査の実施により、八沢小学校の今後のあり方等について意見の

集約が図られたことから、鹿島小学校の保護者の皆様との懇談会や意識調査も実施しました。 

 

その結果を踏まえ、適正化計画に基づき、令和５年２月に鹿島小学校・八沢小学校の

PTA 代表、地域の代表、学校⾧等で組織された鹿島小・八沢小学校適正化検討協議会が

設置され、意識調査の結果や懇談会等で出された意見について協議し、「急速な児童数の減

少が見込まれる八沢小学校において、令和６年４月に鹿島小学校と統合すべき」とする意見

書を、統合に関わる７項目の要望事項とともにまとめ、市に提出されたところです。 

 

 この意見書を踏まえ、市教育委員会では、令和５年４月に「鹿島小学校・八沢小学校統合

準備協議会」を設置し、鹿島小学校と八沢小学校の統合に向けた準備や統合校の基本的事

項等について、ご協議いただきました。 

 

 今般、統合準備協議における協議結果を踏まえ、鹿島小学校と八沢小学校の統合を円滑

に進めるとともに、魅力ある教育環境づくりに資するため、適正化計画に基づく「鹿島小学校・八

沢小学校再編計画（以下、「再編計画」という。）」を策定します。 
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２ 小中学校の現状 

（１）市内児童生徒数の推移・将来推計 

     ≪市内児童生徒数の推移≫ 

（出典:「出生数」福島県現住人口調査年報(各年 12 月 31 日時点) 
     「児童生徒数」市教育要覧(各年 5 月 1 日時点）            

 

市内の出生数は少子化の影響などにより減少しており、1 年間の出生数は令和 3 年以
降 300 人を下回っている状況です。 

小学校の児童数は、震災前の平成 22 年度は 4,028 人でしたが、令和 5 年度は
2,110 人と 1,918 人減少（約 47％減）しています。 

また、中学校の生徒数も、震災前の平成 22 年度は 1,985 人でしたが、令和 5 年度
は 1,045 人と 940 人減少（約 47％減）しています。 

 

   ≪市内児童生徒数の将来推計≫  

  Ａ:住民登録データによる将来推計※1      Ｂ:実際の居住データによる将来推計※2 

   
※1）住民登録データによる将来推計 住民全体の住民票を管理する公簿「住民基本台帳」に登録されたデータによる将来推計。 

※2）居住データによる将来推計    南相馬市が管理している「避難者等情報データ」に登録された実際の居住データによる将来推計。 

※3）将来推計値            「住民登録データ」・「居住データ」ともに、令和 5 年 4 月 1 日時点で実際に出生している子どもの 

データを基にしており、小学生は令和 11 年度まで、中学生は令和 17 年度までとなっている。 

579 513 321 371 399 393 377 362 319 284 307 284 269 

4,028 

1,252 

1,920 2,037 2,132 2,150 2,166 2,158 2,090 2,021 2,011 2,005 2,045 2,110 

1,985 

819 
1,189 1,261 1,331 1,354 1,290 1,266 1,254 1,206 1,178 1,119 1,116 1,045 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

出生数

小学生

中学生

2,110 

2,095 

2,126 

2,073 

2,006 

1,905 
1,778 

1,045 

1,049 

967 

1,004 

1,003 

1,098 

1,128 

1,093 

1,036 

948 

911 

867 

830 

500

1,000

1,500

2,000

2,500
小学生

中学生 2,110 

2,087 

2,109 

2,052 

1,980 

1,876 
1,746 

1,045 

1,025 

928 

947 

959 

1,059 

1,099 

1,067 

1,011 

927 

893 

855 

819 

500

1,000

1,500

2,000

2,500
小学生

中学生

0 0



  3  

市内の小学校児童数の将来推計では、Ａの住民登録データ及びＢの実際の居住デー 
タともに減少する見込みとなっており、令和 11 年度の推計値では、令和５年度と比較し、 
A・B ともに 300 人以上（16～17％）減少する見込みです。 

また、中学校生徒数の将来推計においても、Ａの住民登録データ及びＢの実際の居住 
データともに減少する見込みとなっており、令和 17 年度の推計値では、令和５年度と比較 
し、A・B ともに 200 人以上（21～22％）減少する見込みです。 

 
（２）鹿島区児童生徒数の推移・将来推計 

≪鹿島区児童生徒数の推移≫ 

 
                （出典: 「児童生徒数」市教育要覧(各年 5 月 1 日時点） 

 

鹿島区内小学校の児童数は、震災の影響により減少した後、平成 29 年度まで回復 
傾向にありましたが、平成 29 年度以降は減少傾向が続いてます。 

また、中学校の生徒数も、震災の影響により減少した後は回復傾向にありましたが、平 
成 30 年度以降、減少傾向が続いています。 

 
≪鹿島区児童生徒数の将来推計≫              

   Ａ:住民登録データによる将来推計      Ｂ:実際の居住データによる将来推計 

  
※1）住民登録データによる将来推計 住民全体の住民票を管理する公簿「住民基本台帳」に登録されたデータによる将来推計。 

※2）居住データによる将来推計    南相馬市が管理している「避難者等情報データ」に登録された実際の居住データによる将来推計。 

※3）将来推計値            「住民登録データ」・「居住データ」ともに、令和 5 年 4 月 1 日時点で実際に出生している子どもの 

データを基にしており、小学生は令和 11 年度まで、中学生は令和 17 年度までとなっている。 
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鹿島区の小学校児童数の将来推計ではＡの住民登録データ、Ｂの実際の居住データと
もに減少する見込みとなっており、令和 11 年度の推計値では、令和５年度と比較し、140
人以上（33％）減少する見込みです。 

また、中学校生徒数の将来推計でも、Ａの住民登録データ、Ｂの実際の居住データとも
に減少する見込みとなっており、令和 11 年度の推計値では、令和５年度と比較し、120
人以上（48％）減少する見込みです。 

 

（３）鹿島小学校及び八沢小学校の児童数の現状と将来推計 

  ≪鹿島小学校・八沢小学校の児童数の将来推計≫ 

   Ａ:住民登録データによる将来推計      Ｂ:実際の居住データによる将来推計 
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（４）鹿島小学校及び八沢小学校校舎等の施設の現状 

鹿島小学校と八沢小学校の施設は、校舎や体育館、プール、校庭などで構成されていま

す。 
鹿島小学校の学校施設については、校舎の築年数が令和 5 年５月時点で 43～44 年

経過しており外壁などの経年劣化はあるものの、施設の耐用年数が 60 年であること、及び平

成 20 年度に耐震補強を含む大規模改修工事を実施していることから、当面の使用に問題
はありませんが、児童数に対しトイレの数や手洗い水道の数が不足している状況です。 

また、体育館やプールについても、体育館が築年数 20 年、プールが築年数 24 年と比較

的新しく、当面の使用に問題はありません。 
八沢小学校の学校施設についても、校舎が築年数 18 年、体育館が築年数 12 年、プ

ールが築年数 25 年といずれも新しく、耐震性もあることから、当面の使用に問題はありません。 
 

  ≪鹿島小学校・八沢小学校の主要施設概要≫ 

 
 

  【参考】同規模小学校とのトイレの数比較 

   

【構造について】ＲＣ:鉄筋コンクリート造

校舎東 ＲＣ 3 1,461 S 54 3 44 ○

校舎西 ＲＣ 3 2,407 S 54 8 43 ○

体育館 ＲＣ 2 1,258 H 15 3 20 ○

プール ＲＣ -
25m×13m

6コース H 11 2 24 ○

校舎 ＲＣ 2 1,877 H 17 3 18 ○

体育館 ＲＣ 2 974 H 22 9 12 ○

プール ＲＣ -
25m×13m

6コース H 10 3 25 ○

面積 建築年月 築年数 耐震性
学校名

敷地
面積

（㎡）
建物名 構造 階数

建物概要（Ｒ5.5.1現在）

鹿島小 20,718

八沢小 11,754
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３ 本市が目指す教育環境 

 

（１）南相馬市教育振興基本計画基本理念に基づく教育 

   南相馬市教育振興基本計画における基本理念「自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育む

まちづくり」、及び目指す子どもの姿「夢と希望を持ち、挫折や苦難に負けない、生きぬく力が

備わった子どもたちの育成」を教育の目標に掲げ、自らの力で社会を創造する人材の育成を

図ります。 

 

（２）南相馬市公立学校適正化計画に基づく教育環境 

 

『互いに学び合い、高め合うなど切磋琢磨する教育環境』 

子どもたちが義務教育における集団活動を通して、協調や対立、共感や反発など、 

   多種多様な人間関係を体験し学ぶことにより、社会性・協調性・集団性を培い、成 

⾧を遂げていくものです。 

そのためには、様々な見方・考え方や経験を持っている友達との出会いが大切であ 

り、互いに学び合い、高め合うなど切磋琢磨する教育環境を目指します。 
 

（南相馬市公立学校適正化計画（平成３０年１１月策定）一部抜粋） 

 

◎計画関連図 

         南相馬市教育振興基本計画 後期計画 
 
                    南相馬市公立学校適正化計画 
 
                            鹿島小学校・八沢小学校再編計画 

 

（３）再編の目的 

   八沢小学校の児童数は、令和 11 年度には 20 人程度まで減少する見込みとなっており、

児童数の減少に伴い、切磋琢磨する教育環境が失われるとともに、これまで行ってきた教育活

動の継続が困難な状況となることが予想されます。 

   鹿島小学校については、現在、適正規模であるものの、今後、児童数が減少し、令和 11 

年度には適正規模※4 以下となる見込みとなっています。 

このことから、将来にわたり安定的な教育環境を提供するため、鹿島小学校と八沢小学校

の再編を進めます。 

 
※4）適正規模    「適正化計画」において望ましい適正規模として、小学校では 1 学級あたりの児童数を 21～25 人、1 学年あたりの 

学級を 2～3 学級、中学校では 1 学級あたりの生徒数を 26～30 人、1 学年あたりの学級を２～４学級としていま 

す。 
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（４）統合校における特色と魅力ある教育 

鹿島小学校と八沢小学校の統合の効果を最大限生かすとともに、鹿島区の特性を活かし

た特色と魅力ある教育活動に取組みます。 

 

  

○集団の中で、多様な考え方に触れ、認め合い、 

協力し、切磋琢磨する環境の確保 

○コミュニケーション能力や人間関係を構築する力 

の育成 

○教員や学習支援員などが連携したきめ細かな 

指導の実施 

○上真野小も交えた学校間交流活動の実施 

適正化の効果を生かした教育活動 

○鹿島区小中学校をＩＣＴ教育モデル地区と 

し、ICT を活用した先進的な取組みを推進 

○個別最適な学びと協働的な学びの充実 

○主体的・対話的で深い学び実現に向けた授業 

改善 

 

ＩＣＴ教育の取組みの推進 

○プログラミング学習用ロボットやアプリを活用した 

プログラミングを体験する機会の創出 

○プログラミング的思考（論理的思考）の育成 

○情報活用能力の育成 

○情報モラル、情報セキュリティ学習の実施 

プログラミング教育の推進 

○英語の読み書きの基礎を学ぶ学習法である 

フォニックス学習の導入 

○日常的に英語に触れ、外国人とコミュニケーショ 

ンが取れる環境の構築（ＡＬＴの単独配置） 

外国語教育の推進 

○算数・数学の学力向上を図るため、学力向上 

教員を継続配置 

○ティームティーチングによる指導体制の構築 

 

学力向上教員の配置 

○市と連携協定を結んでいる新潟大学の教員に 

よる特別講義の実施 

 

 

高等教育機関との連携 

○鹿島区の史跡や伝統文化、地域人材などを 

生かした体験学習の実施 

○鹿島区の良さを学び、愛着や誇りを醸成 

○地域学校協働本部との連携 

ふるさと教育の推進 

○幼稚園・保育園との交流活動の実施 

○園児に小学校への憧れの気持ちの醸成 

○小１ギャップの緩和を図る 

○小学生に小さい子を思いやる心の醸成 

幼稚園・保育園との連携 
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４ これまでの検討経過等 
 

（１）保護者懇談会等の実施 
鹿島区内小中学校の現状や課題、学校のあり方について、保護者様のご意見をお聴きす

るため、鹿島小及び八沢小において次のとおり懇談会及び意識調査を実施しました。 

①八沢小学校保護者懇談会・意識調査 
 令和 3 年 10 月 30 日 第 1 回八沢小保護者懇談会 
 令和 4 年 7 月 1 日   第 2 回八沢小保護者懇談会 
 令和 4 年 10 月 18 日 第 3 回八沢小保護者懇談会 
 令和 4 年 5 月 20 日～27 日  第 1 回八沢小保護者意識調査 
 令和 4 年 10 月 18 日～26 日 第 2 回八沢小保護者意識調査 
②鹿島小学校保護者懇談会・意識調査 
 令和 4 年 12 月 26 日 第 1 回鹿島小保護者懇談会 
 令和 5 年 1 月 20 日～27 日  第 1 回鹿島小保護者意識調査 

 

（２）地区懇談会の実施 
急速な児童数の減少が見込まれる八沢小学校の状況を踏まえ、保護者懇談会等で出さ

れた意見や鹿島区における学校適正化にあたっての市の考え方を地域の皆様に説明するとと

もに、ご意見をお聴きするため、八沢地区において次のとおり地区懇談会を開催しました。 

    令和４年１２月９日～10 日  八沢地区懇談会 
 

（３）鹿島小・八沢小学校適正化検討協議会の設置（地域での検討） 
鹿島小と八沢小の統合に係る合意形成等の検討及び調整を行うため、区⾧会、鹿島小

ＰＴＡ・学校⾧、八沢小ＰＴＡ・学校⾧で構成する「鹿島小・八沢小学校適正化検討協

議会（以下「検討協議会」という。）」を設置し、次のとおり検討を進め、協議結果を「鹿島

小学校と八沢小学校の統合に関する意見書（以下「意見書」という。）」として整理し、市へ

提出いただきました。 
令和５年２月２日  第１回検討協議会 
令和５年２月９日  第２回検討協議会 
令和５年２月 27 日 市へ「学校統合に関する意見書」提出 
 

（４）鹿島小学校・八沢小学校統合準備協議会での検討 
前述（３）で提出のあった意見書を踏まえ、市教育委員会では、鹿島小と八沢小の統合

の準備を進めるため、「鹿島小学校・八沢小学校統合準備協議会（以下「準備協議会」と

いう。）」を設置し、次のとおり検討を進めました。 
令和５年４月４日     第１回準備協議会 
令和５年５月８日    第２回準備協議会 
令和５年５月２５日   第３回準備協議会 
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≪参考≫鹿島小・八沢小学校適正化検討協議会からの意見書 

 
鹿島小学校と八沢小学校の統合に関する意見書（R5.2.27 提出） 
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５ 鹿島小学校・八沢小学校再編の基本的事項 

 

 本市が目指す学校教育の実現のため、鹿島小学校と八沢小学校の統合を進めます。 

 なお、統合校の基本的事項は次のとおりとします。 

 

（１）統合校の位置 

    「現鹿島小学校の位置」 

    所在地:福島県南相馬市鹿島区鹿島字広町 13 番地 
 
   理 由  

   統合校の位置は、統合時の児童見込数における校舎のキャパシティ（教室数等）の状況

から「現鹿島小学校の位置」とします。 

 
（２）統合校の通学区域 

     「現鹿島小学校及び現八沢小学校の通学区域」 

 
   理 由  

   「現鹿島小学校の位置」が現八沢小学校から最も近いことから、通学距離を考慮し、現鹿

島小学校と現八沢小学校の通学区域をそのまま統合し、「現鹿島小学校と現八沢小学校の

通学区域」とします。 
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（３）統合校の学校名 

     「鹿島小学校」 
 
   理 由  

 統合校の学校名は、鹿島区における基幹校として、「鹿島」を冠した学校名が望ましいため、 

「鹿島小学校」とします。 

 

（４）統合校の校章 

    「現鹿島小学校の校章」 

 
   理 由  

 統合校の学校名を「鹿島小学校」、校歌を「現鹿島小学校の校歌」とすること、校歌の歌
詞に「鹿の校章の校旗はなびく」とあることから、校章については「現鹿島小学校の校章」とし
ます。 

 

（５）統合校の校歌 

    「現鹿島小学校の校歌」 

 
   理 由  

 統合校の学校名を「鹿島小学校」とすることから、校歌についても「現鹿島小学校の校歌」 
とします。 

 

（６）統合校の制服・運動着 
   ① 制 服   「現鹿島小学校の制服」 

   ② 運動着   「見直しをする方向で検討する」 
 
   理 由  

統合校の制服については、制服は必要であるとの意見、リサイクル可能であること等を踏ま 

え、「現鹿島小学校の制服」とします。ただし、保護者の経済的負担等を考慮し、着用方 

法等の見直しを検討します。 

統合校の運動着については、統合後の一体感の醸成や暑さ対策、運用のしやすさ等を 

   考慮し、当面の間、現状の運動着も併用可能としつつ、見直しをする方向で検討します。 
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６ 今後、整理・検討すべき事項 

 
（１）魅力ある教育環境の整備 

子どもたちの未来を生きぬく力を育み、豊かな心と体の育成をするため、鹿島区独自の特 
色と魅力ある教育活動を推進することとし、鹿島小学校と八沢小学校の教育課程のすり 
合わせを行い、実施にあたり必要な環境について検討します。 

 

（２）制服・運動着の取扱いと購入費助成の方法 
保護者アンケートの結果を踏まえ、制服・運動着の取扱い（着用方法や素材等）につ 

いて検討するとともに、購入費助成の対象範囲や助成方法についても検討します。 

 

（３）通学手段や安全確保の検討 
学校統合に伴い通学距離が伸びる児童については、通学のためのスクールバスの必要性 

が高く、運行経路や対象者を検討します。 

また、通学区域の拡大に伴い、信号機や横断歩道が必要となる場所への設置など、   

子どもたちが安全に通学するための通学路の整備を検討します。 

さらに、小学校周辺地域では保護者の送迎による混雑が生じており、子どもたちの通学 

のあり方について検討します。 

 

（４）放課後における子どもの居場所の確保 
放課後に子どもたちが安心して過ごすことができるよう放課後児童クラブの受入れ人数の 

確保を図ります。また、放課後児童クラブの場所が学校から離れる場合には、送迎方法に 

ついても検討します。 

 

（５）学校施設の整備 

トイレの数が学校規模に対して不足しているなど、学校生活に支障を生じさせないよう 

必要な学校施設の整備を検討します。 

 

（６）学校の統合に向けた準備 

    学校の統合に向けた準備を進めるため、必要な事項について統合準備協議会及び個別 

検討部会にて協議します。 
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７ 再編の進め方 

 

（１）鹿島小学校・八沢小学校統合準備協議会における協議 

    統合準備協議会において、鹿島小学校と八沢小学校の統合を円滑に進めるため、整

理・検討が必要となる事項について協議いただき、その結果を踏まえた再編計画を策定しま

す。 

再編計画策定後も、令和 6 年４月の鹿島小学校と八沢小学校の統合に向け、引き続 

き整理・検討が必要な事項について議論を深め、協議結果を「統合準備協議会報告書」と 

して書面にて、市に提出していただきます。 

 

鹿島小学校と八沢小学校を統合Ｒ６.４

⑤県教育委員会への

学校統合に関する届出

Ｒ6.3

④県教育委員会との

事前協議

Ｒ5.10

⑤市へ報告書作成・提出

Ｒ6.3

特色と魅力ある教育活動の取組み

③学校内

協議

調整

④学校間

協議

調整

Ｒ5.10～

準備協議会

①所掌事務の検討・協議

（協議会・専門部会）

②学校再編計画（案）

の検討・協議

③今後、整理検討すべき

事項の検討・協議

（協議会・専門部会）

④報告書の検討

Ｒ5.4～

学 校

①市との協議・調整

②交流活動の実施

Ｒ5.4～

市

①準備協議会の

設置・委員の委嘱

②学校再編計画（案）

の策定手続き

③議会提案・条例改正

関連予算案提出

（９月定例会）

Ｒ5.4～

鹿島小学校・八沢小学校再編計画Ｒ5.8
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